
１）PlI：P群における実験開始前後のPlＩ値については、有意な変化がみられなかった（p=0.572）。こ
れに対して、S群では実験終了時に有意に低下していた（p=0.0005）。

２）PCR：P群における実験開始前後のPCR値については、有意な変化がみられなかった（p=0.102）。
S群についても実験開始前後で有意な差がみられなかったが、終了時の値は低下傾向に
あることが示唆された（p=0.076）。

３）口臭：口臭物質は、硫化水素、メチルメルカプタンおよびジメチルサルファイドを測定した。これら
３種類の合計値を解析した結果、P群については試験前後で有意な変化はみられなかった
が（p=0.134）、S群では実験終了時で有意に低下していた（p=0.041）。口臭物質ごとの解析
は今後行う予定である。

４）S.mutans菌数：実験開始前後のデントカルトSMのスコアについては、P群では有意な違いがみら

れなかった（p=0.779）。これに対してS群では、実験終了時のスコアが有意に低下
した（p=0.0004）。

５）SEM観察：実験終了後に歯ブラシを回収し、 SEM観察を行った。P群、S群に関わらず全被験者
において、顕著なブラシ形状の変化はみられなかったが、PCR値が高い被験者は、
PCR値が低い被験者に比べて若干のばらつきがあった。
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口腔清掃用具の１つとして光触媒作用を有する酸化チタンと太陽電池を内蔵した歯ブラシがあり、
その中に音波振動式歯ブラシが開発されている。我々は第１０回大会にて音波振動式太陽電池付
酸化チタン内蔵ブラシについてその効果を検討報告した。今回は、前回の歯ブラシよりも１．５倍の
太陽電池面積（３枚）を把持部に有する歯ブラシを用いて口腔清掃効果を検討した。

目 的

被験者は都内の大学に在学する女子１７名、事前に本研究の主旨と内容を文章と口頭にて説明
を行い、同意を得た。口腔内診査後、PCRとPlＩによる歯垢の付着程度を測定し、その後歯科衛生士
により歯面清掃をし、併せてブラッシング指導を行った。音波振動式太陽電池付酸化チタン内蔵歯
ブラシ（以下Sブラシ）のブラッシング期間は４週間とし、１日２回、１回の磨き時間を３分とした。比較
対照として、プラセボ歯ブラシ（以下Pブラシ）を用い、クロスオーバー試験を実施した。上記の指標
のほかに、Streptococcus mutans（S.mutans、デントカルトSM）と口臭（オーラルクロマ）をそれぞれ測

定した。実験開始前後のデータの統計学的解析は、ウイルコクソンの符号付順位和検定（有意水準
５％）を用い走査型電子顕微鏡（SEM）による形態観察を行った。本研究は、日本歯科大学東京短
期大学の倫理審査委員会の承認を得ている（東短倫‐２２１）。
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結 果
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Sブラシの口腔内清掃効果について、歯垢付着、口臭、S.mutans菌数および形態変化から検証し

た。歯垢に関しては、PlIはS群で実験終了時に有意に低下していた。PCRについては、P群、S群共
に有意な変化はみられなかったが、後者は低下を示していた（p=0.076）。このことから、Sブラシは歯
垢付着抑制・除去効果のそれぞれを有していると考えられた（4週間後のPCRはP群とS群に有意な
差がある為）。S.mutans菌数については、S群で有意なスコアが低下していたことから、本菌の減少

が歯垢付着量に影響を及ぼしたものと推察された。口臭については、S群にて有意に低下していた。
その原因としては、S群における歯垢付着量とS.Mutans菌の減少が関連しているものと考えられた。
実験終了後の歯ブラシの形状変化については、P群、S群共に明らかな変化がみられなかった。
今回は音波歯ブラシによる実験のため、極端に大きなブラシ圧でブラッシングをした被験者がいな
かったものと考えられ、適切なブラシ圧でブラッシング出来ていると示唆された。

演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業などはありません

東海大学伊勢原研究推進部生命科学統合支援センター細胞組織部門 徳永正義先生はじめセンター職員
の皆さまに御礼申し上げます。

太陽電池（３枚）付酸化チタン内蔵音波振動式
歯ブラシの歯垢付着抑制・除去効果

今回の実験結果から、音波振動式太陽電池付酸化チタン電極内蔵歯ブラシは優れた歯垢付着抑
制効果と除去効果を有することが確認された。
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被験者番号No.８
Sブラシ実験終了後
PCR値：５６．２％

被験者番号No.５
Sブラシ実験終了後
PCR値:３１．２％


